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　暖かな春の夜で、濃い月の光が霞のかかったように四辺あたりの風物を照らしていた。江戸川縁べりに住む小身者の壮わかい侍は、本郷の親類の許もとまで往って、其処で酒を振舞われたので、好い気もちになって帰って来た。

　夜はかなりに更けていたが、彼は独身ひとり者で、家には彼を待っている者もないので、急いで帰る必要もなかった。彼はゆっくりと歩きながら、たまに仲間に提灯ちょうちんを持たした女などが擦れ違うと揮ふり返って見た。伝通院の前では町家の女むすめが母親らしい女に伴つられて来るのに逢った。彼は足を止めてその白い横顔を見送っていた。

　桜の花が何処からともなく散る処があった。その花片は頬にもそっと当った。彼にはそれが春の夜がする手触りのように思われた。歩いているうちに、地べたも両側の屋敷も腰の刀も、己の形骸も無くなった。有るものは華やかな雲のような物で、その雲の間から、黒い瞳や、白い顔や、しんなりした肩や、円みのある腰などがちらちらした。

　切支丹の山屋敷の手前の坂をおりて、坂の中程まで往くと、侍は右側の桜の樹の下に人影を見つけた。咲き乱れた花の梢には、朧に見える月の姿があった。花は音もなくちらちらと散って、その人影の上にも落ちていた。

　侍はどうした人であろうかと、桜の下へ寄って往った。と、人影も前に動いた。それは顔の沢々つやつやした姝きれいな女で、黒っぽい色の衣服きものを着ていたが、絹物の光のあるものであった。侍は一眼見て路が判らないで当惑している者らしいなと思った。侍は聞いてみた。

「何方かお探しになっておりますか」

「私は第六天坂の下に叔母がいると云うことを聞きまして、尋ねてまいった者でございますが、往って見ますと、その叔母は、とうに何処へか引越していないので、此処まで帰ってまいりましたが、他に往く目的めあてもないので困っております」

　と、女は萎れて云った。

「それはお困りでございましょう、貴方は何方からお出でになりました」

「私は浜松在の者でございますが、一人残っておった母に死なれまして、他に身寄りもございませんから、父の妹になる叔母を尋ねてまいった者でございます」

「それでは、その叔母さんの居処がお判りにならないのですな、それはお気の毒な……」と云って、侍は女の容すがたをじっと見た。

　女は悲しそうな顔をしながらも、さも、この同情にすがりたいと云うような素振をしていた。女の髪につけた油の匂がほんのりと鼻に染みた。

「……それに、もう夜が更けているし、それは困ったな」

　と、侍は考えた。

「女子の一人旅では、こんなに遅くなっては、旅籠はたごに往っても泊めてくれませんし、ほんとうに困っております」

「そうだ、どうかしなくてはならんが……」

「どうか簷のきの下で宜しゅうございますから、今晩だけお泊めなさってくださいますまいか」と、女はきまり悪そうに云った。

　若い侍もそれを考えないではなかったが、独身者の処へ壮い女を伴れて往って泊めると云うことは、どうもうしろめたかった。しかし、それと云って女と別れて往くこともできなかった。

「そうだ、拙者の処へ往っても宜いが……」

「おさしつかえがございましょうか」

「別にさしつかえと云うことはないが」

「ではどうかお救けを願います」

「では往っても宜いが、拙者は独身者だから」と、侍は少し恥らうように云った。

　女もちょっと顔を赧くしたが、その黒い眼には喜びが浮んだ。そして、二人はちょっと黙って立っていた。花は思い出したように散っていた。

　やがて、侍は女を伴つれて坂をおりた。草の茂った谷間の窪地には、小さな谷川が流れて、それにかかっている板橋が見えていた。その橋を越えるとむこうは台地に建てた山屋敷で、その橋の袂では折おり山屋敷に入れられている重罪人が死刑に処せられた。二人はその板橋を右に見て江戸川縁の方へ出て往った。女は後から歩きながら疲れたように可愛らしい呼吸いきを切った。

　江戸川縁の住居は真黒まっくらであった。侍は女を戸口に立たして置いて、手探りに戸を開けて内へ入り、行灯あんどんの灯を点けると女を呼び入れた。そして、二人はその行灯の前に向き合って坐った。

「この御恩は忘れません」

　女は男の顔を見ると、直ぐこう云って涙を流した。侍はそれが可哀そうでもあれば、好い気もちでもあった。

「なに、こればかりのことが」

　侍は次の室へ往ってかさかさとさしはじめた。それは茶を沸かして女に勧めるためであった。と、女は其処へやって来て、

「私がいたしましょう」と云って、無理に竈へっついの前に据わって茶の火を焚いた。

　茶が沸くと二人はまた行灯の前に往って坐った。

「こんなことを申しましては相済みませんが、男の一人住みでは、何かにつけて御不自由のようにお見受け申しますが、どうか私を飯焚になりと置いていただくことはできますまいか、先刻さっきもお話ししたとおり、私は他に手頼たよる者もございません体でございますから、いずれ奉公なり何なりいたさねばなりませんが、女の独身ひとりみで、彼方此方しておりましては、どんな悪人の手に渡らないとも限りません、それを思いますと、将来さきが心細うございます、もし、長いことお世話になることができませんなれば、此処二三日でもお願い申しとうございます」

　侍はもう女に対する執着が湧いていた。女を他へやりたくはなかった。

「それでは将来さきの見込が附くまで、此処にいたが宜いだろう」

「では私のお願いをお聞きくださいますか、ありがとうございます」

　女の顔は晴ばれとして、黒い眼をうっとりとさして男の方を見た。侍の眼もうっとりとしていた。

　その夜は朝まで暖かであった。女と枕を並べていた侍は、ふと眼を覚まして見ると、夜が明け放れているので、女を起さないようにそっと一人で起きた。起きる時に見ると、女は蒼白い顔を男の方に向けて、気もちよさそうに眼をつむっていた。

　侍は庖厨かっての方へ往って、其処から庭におりて手水ちょうずをつかい、それが済むとそのあたりの戸を静に静に開けたが、女は疲れているのか起きて来る容子がなかった。侍はにこにこしながら米を洗って竈へっついにかけ、それに火を焚きつけた。それでも女は起きて来なかった。侍は絶えずにこにこしていた。

　やがて飯もできたが、それでも女が起きて来ないので、どうかしたのではないかと思って、そっと奥の室へ往ってみた。女は枕から頭を落して真蒼な顔を見せていた。侍はびっくりして枕頭へ寄って往って、唐草模様のついた夜具に手をかけて捲ってみた。女の体は無くて首ばかりが寝ていた。首の切口は血みどろになっていた。

　侍は戸外そとへ飛びだした。そして、隣家の者を呼び、その上で検視を願った。怪しい首は、前日、山屋敷の門口の板橋の袂で切られた罪人の首であった。そして、その罪人と云うのは某ある遊女で重罪を犯したもので、春早々死刑になることになっていたが、その遊女が牢屋の口にある桜の花の咲く比ころまで待ってくれと願ったので、それがために昨日まで延びていたものであった。

　侍は検視の前でいろいろと聞かれた。侍はしかたなくその事実を話したが、話しているうちに顔色が変って、

「あれ、あれ、花が散る、花が散る」

　と云って起ちあがって室の戸外そとへ出た。人びとは追かけて往って伴れもどしたが、彼は遂に発狂して座敷牢に住わされる事になった。そして、春が来て桜の花の咲く比になると、

「……花が散る、花が散る」

　と云って騒いだ。


底本：「日本の怪談（二）」河出文庫、河出書房新社

　　　1986（昭和61）年12月4日初版発行

底本の親本：「日本怪談全集」桃源社

　　　1970（昭和45）年初版発行

入力：Hiroshi_O

校正：小林繁雄、門田裕志

2003年7月24日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。

